
 

 

 

 

 

第２３７号 ２０２４年５月 

■年次総会（4月 24日開催） 

 ・2023年度の活動報告及び決算、2024年度の活動方針と予算、及び世話人の選出について、議案書通りに 

  承認されました。 

 ・従来ユニティ（大学共同利用施設）の会議室を無料で使用できていたが、今年度から体制が変わり、有料 

  となったため、当研究会の活動維持のため、やむを得ず会費値上げを提案し、承認されました。 

  （年会費＝2,000円、例会 1 回＝300円） 

 

■第２３７回例会記録 

 ・日 時  ２０２４年４月２４日（水） 18：00～19：45  

・場 所  神戸市外国語大学サテライト（旧ユニティ）  ・参加 22 名 

・テーマ 「大海一雄氏の足跡をたどり、ニュータウンの未来を考える 

      ～ヴィンテージタウンをめざして～」 

・進 行  大塚映二 氏（西神ニュータウン研究会世話人） 

 

■大海一雄氏の足跡を簡単に振り返りました。 

 

 

 

 

 

西神ニュータウン研究会 会報 

 



 

 

□大海さんの思い出＆意見交換 

・西神ニュータウン研究会発足以来、いっしょに活動してきた。私と大海さんが出会うきっかけは、地下鉄海

岸線の活性化をニュータウン全体を視野に入れて考えてみたいと思った時、ちょうど公開講座があったので参

加した。その後、研究会が発足し、第 1 回例会で発表させてもらった。 

・私も公開講座に参加した一人で、公開講座が終わるころアンケートがあり、何らかの形で続けたいという意

見が多く、研究会の発足となった。最初は難しいことを言わないでまず 1 年くらいやってみようといった感じ

で始まった。 

・「ニュータウンはふるさとか？」という意見に対し、実際に子どもたちに聞いてみることにし、ニュータウン

の見所を募集したところたくさん応募があった。これを「見所 30 選」として発行した。 

・同じマンションに住んでいることがきっかけで付き合いが始まり、各地の「道標」巡りに運転手として同行

した。資料収集に熱心で学者タイプでもあったが、ゴルフも好きで 90歳までやっていた。 

・「生活圏の研究」をテーマにしていた関係で、当研究会でも何回か発表させてもらった。大海さんは住まい・

街づくりへの関心はもちろん、歴史への関心も高かった。 

・偉そうにしない物静かな方だった。歴史好きな方が多いし、もっと深めたらということで、「史談会」結成を

提案された。先住民の文化を大切にする姿勢は引き継ぎたい。 

・須磨ニュータウンから来た。タウンハウスに住んでいるが、かつて大海さんが隣に住んでおられた。すごい

方だったことを改めて知った。 

・西神で初めて住んだのが和風タウンハウスだった。長屋タイプだったが、中庭があり、近所付き合いやコミ

ュニティの生まれやすい工夫があった。 

・西神の住宅には大海さんの住まいの思想が込められているところが多い。２×４工法を広めたことや輸入住

宅（シアトルバンクーバーヴィレッジ）の導入など特筆すべきものがある。 

・５階建てのマンションと戸建て住宅との中間の（いいとこどりをした）住宅を作りたいという思いが強かっ

た。これがタウンハウスに結実した。 

・大海さんは住宅を供給、建設するだけでなく、実際に住んでみることも実践された。長屋型タウンハウス、

戸建て型タウンハウス、分譲マンション、最後はケアホームで旅立った。 

・毎回の例会を会報として記録に残してきた。これを見るとニュータウンのありとあらゆる情報が詰まってい

ることがわかる。また、大海さんの人脈やつながりを感じることができる。いろいろ大変なこともあるが、続

けることの大切さを改めて思う。 

                                      文責 大塚 

 
西神ニュータウン研究会     https://seishin-ntken.net  


